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これまでの主な議論と論点の整理について



これまでの検討経緯

1

「建設リサイクル推進計画２０２０（事務次官通知）」公表

・建設リサイクルの推進に向けた基本的考え方、目標、具体的施策 等

第１６回 建設リサイクル推進施策検討小委員会 （第１回）

・ 社会情勢を踏まえた今後の論点
・ 令和６年度建設副産物実態調査

※現地視察会（６月６日開催）

第１７回 建設リサイクル推進施策検討小委員会（第２回）

・ 関係団体からのヒアリング
・ 建設リサイクルの「質」の向上に関する論点の整理（案） 等

第１８回 建設リサイクル推進施策検討小委員会（第３回）

・ 関係自治体からのヒアリング
・ 建設リサイクル施策に関する検討 等

９月３０日

３月２８日

７月２日

１月２９日

（本日）

令和２年

令和６年

令和７年



これまでの主な意見等（ヒアリング含む）

カーボンニュートラル

• 処理ごとのCO2排出を算出する仕組みの構築
• 指標を今後しっかりと検討していく必要があるのではないか

循環経済 （サーキュラーエコノミー）

①建設発生土の有効利用促進
• 工事間利用において、官民有効利用マッチングシステムを活用する事例が増えてきたが、一覧表で相手方工事を探すので使いづらい
• 官民有効利用マッチングシステムは 地図上で相手方工事を検索できればもっと活用できるようになる
• 工事間利用における土質改良プラント、ストックヤードの活用を明確化してほしい
• 土質改良プラント、ストックヤードの残土処分地化は問題
②建設廃棄物のリサイクル推進
• 再資源化後に建設資材として利用されているのか、把握する必要がある
• コンクリート塊は特に需給バランスの対策が必要
• 都市部と地方部で再生砕石の需給ギャップが生じているのではないか
• 需給ギャップ解消のため、再生コンクリート骨材への転換が必要
• 再生骨材コンクリートの公共工事での先導的利用を期待
• 国が先導して再生骨材コンクリートを活用いただきたい
• 再生コンクリート骨材の活用を環境部門から発注部門へ働きかけてほしい
• 建設汚泥の自ら利用により搬出車両のCO2削減
③長寿命化等による廃棄物の発生抑制
• 長寿命化建築物の設計や既存躯体等の継続使用による廃棄物発生量・資材投入量を削減することが重要

これまでの主な意見等

激甚化する災害への対応

• 地震で発生した災害廃棄瓦の活用法を石川県、国土交通等へ情報提供

生産性向上等

• 適正処理の担保と管理の効率化のため、トレーサビリティシステムやBIM/CIM等の活用が必要 2



論点

主要課題（３）

建設リサイクル分野における生産性向
上に資する対応等

８ 建設副産物のモニタリングの強化

９ 建設発生土の適正処理促進のためのトレーサ
ビリティシステム等の活用

10 広報の強化

11 新技術活用促進

主要課題（２）

社会資本の維持管理・更新時代到来へ
の配慮

１ 再生資材の利用促進【再掲】

３ 建設混合廃棄物等の再資源化のための取り組み
【再掲】

５ 社会情勢の変化を踏まえた排出抑制に向けた
取り組み

６ 再生クラッシャランの利用状況・物流等の把握

７ 激甚化する災害への対応

主要課題（１）

建設副産物の高い再資源化率の維持等、
循環型社会形成へのさらなる貢献

１ 再生資材の利用促進

２ 優良な再資源化施設への搬出

３ 建設混合廃棄物等の再資源化のための取り組み

４ 建設発生土の有効利用及び適正な取扱の促進

建設リサイクル推進計画2020
（R2.9）

建設リサイクル推進計画2020
策定後の社会情勢の変化

論 点

カーボンニュートラル

循環経済 （サーキュラーエコノミー）

激甚化する災害への対応

生産性向上等

○ カーボンニュートラル
・国土交通省環境行動計画（R3.12）

○ 自然災害の頻発・激甚化
・令和6年能登半島地震（R6.1）

○ 盛土等に伴う災害の防止
・盛土規制法の公布（R4.5）
・資源有効利用促進法省令改正
（R5.1、R5.5）→ R6.6より最終搬出先
まで確認

○ 循環経済（サーキュラーエコノミー）
・第五次循環型社会形成推進基本計
画（R6.8.2頃閣議決定）

• 建設リサイクル分野におけるCO2排出抑制に向けた評価
方法を検討すべきではないか。

①建設発生土の有効利用促進

• 官民一体となった相互有効利用のマッチングを強化すべき
ではないか。

• ストックヤード等の活用も考慮しながら、現場内・工事間利
用等の有効利用や適正処理を推進すべきではないか

②建設廃棄物のリサイクル推進

• 建設廃棄物由来の再生資材の需給等の実態調査を踏ま
え、指標・目標値を検討すべきではないか。

• 再生資材の地域の需給ギャップを解消する取組が必要で
はないか。（ＩＣＴ技術等の活用）

• 再生コンクリート骨材などの利用用途拡大や水平リサイク
ルを推進すべきではないか。（コスト・競合品等）

• 発注者及び受注者が連携し、建設汚泥の自ら利用をより
促進すべきではないか。

③長寿命化等による廃棄物の発生抑制

• 「予防保全型」のインフラメンテナンスへの本格転換を図り、
建設廃棄物の発生を抑制すべきではないか。

• 災害廃棄物について、建設資材として活用を促進する取組
を強化すべきではないか。（廃瓦、コンクリート塊など）

• 建設リサイクル分野のＤＸを強力に推進すべきでないか
（例：ICTを用いた建設発生土の適正処理確認など） 3



第五次循環型社会形成推進基本計画 令和６年８月２日
閣議決定

4出典：環境省資料



循環経済（サーキュラーエコノミー）への移行加速化パッケージ
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出典：環境省資料令和６年１２月２７日 循環経済に関する関係閣議会議決定



循環経済（サーキュラーエコノミー）について

6

社会資本整備審議会環境部会・交通政策審議会交通体系分科会環境部会
グリーン社会小委員会 第１回合同会議（令和6年9月10日）資料３より抜粋



建設リサイクルの高度化

7

循環経済（サーキュラーエコノミー）への移行加速化パッケージ 施策集より抜粋



長く使える住宅ストックの形成・空き家等の利活用・インフラ長寿命化の推進
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循環経済（サーキュラーエコノミー）への移行加速化パッケージ 施策集より抜粋



建設リサイクル施策スケジュール（案）

9

「建設リサイクル推進計画２０２０（事務次官通知）」公表

・ 建設リサイクルの推進に向けた基本的考え方、目標、具体的施策 等

第１６回 建設リサイクル推進施策検討小委員会 （第１回）

・ 社会情勢を踏まえた今後の論点
・ 令和６年度建設副産物実態調査

第１７回 建設リサイクル推進施策検討小委員会（第２回）

・ 関係団体からのヒアリング
・ 建設リサイクルの「質」の向上に関する論点の整理（案） 等

第１８回 建設リサイクル推進施策検討小委員会（第３回）

・ 関係自治体からのヒアリング
・ 建設リサイクル施策に関する検討 等

第○回 建設リサイクル推進施策検討小委員会（第○回）

・ 提言 中間取りまとめ（素案）についての議論

第○回 建設リサイクル推進施策検討小委員会（第○回）

・ 提言 中間取りまとめ（案）

９月３０日

３月２８日

７月２日

１月２９日

（本日）

春頃

令和２年

令和６年

令和７年

※現地視察会（６月６日開催）

①建設発生土の有効利用促進
・建設発生土の相互有効利用のマッチング強化
②建設廃棄物のリサイクル推進
・再生コンクリート骨材等の利用用途拡大

早期に取り組むべき具体の施策


